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研究成果の概要（和文）： 本研究では，部分問題に分割し，部分問題毎に並行して協調的にル

ール生成を行う新たな進化計算を提案し，提案手法を知識導出に適用する．部分問題に分割す

ることにより多様性を維持しつつ効率的にルールを探索する． この知識導出に確率モデルを用

いた進化計算である分布推定アルゴリズムを適用・拡張した． 
 
 
研究成果の概要（英文）：This study proposes a knowledge acquisition method by cooperative 
distributed evolutionary algorithms with divide and conquer approach. By decomposing 
problems spaces in advance, we can expect that the proposed method enables evolutionary 
algorithms to maintain the diversity in genetic information. We employ Estimation of 
Distribution Algorithms as Evolutionary Algorithms. We have concentrated to extend the 
EDAs to acquire knowledge during the research period. 
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１． 研究開始当初の背景 進化計算による知識獲得のアプローチは，



結果が良好とは言えない: 広範に渡って正

事例・負事例が分布する領域で「当り前なル

ール」を獲得することが多い．これは，進化

計算は個体群を用いて探索しているのにも関

わらず，もともと最適化を目的としたアルゴ

リズムであるので、最終的には特定のルール

に収束してしまうことによる． 本研究ではこ

の問題解決のために，問題分割によるアプロ

ーチを提案し，知識抽出アルゴリズムとして

確率モデルを用いた進化計算手法である分布

推定アルゴリズムの高度化を図る． 

 
２．研究の目的 

近年，確率モデルを用いた進化計算手法で

ある分布推定アルゴリズムが注目されている．

研究代表者の先行研究では，一般的な最適化

問題において，分布推定アルゴリズムに種分

化（領域分割）して探索させることにより多

様な解が見出せることを発表した．本研究で

の提案手法はこのアルゴリズムを発展させ，

知識導出に活用する．また１．に述べたよう

に問題分割による効率的な知識導出を実現す

る． 

 

３．研究の方法 
(1) 問題分割の有用性検討 

問題事例集合分割に，多様体学習を併用す

ることにより，高次の問題空間において，効

果的に問題空間が分割できることを示す．さ

らに，問題事例集合毎に進化集団を構成する

ことにより効率的に知識導出ができることを

した． 

(2) 知識導出のための分布推定アルゴリズ

ムの高度化 

 従来の分類子システムとは異なり，ルール

による行動知識（政策）抽出ではなく，マル

コフネットワークで表現される確率モデルを

用いた分布推定アルゴリズムの開発を行った．

強化学習問題のための条件付き確率場を用い

た新たらしい分布推定アルゴリズムをEDA－

RL と名付け，その特性を調べた． 

(3)多様体学習の入力空間への適用 

(1)でも用いた多様体学習について，行動知識

導出に特化して，その有用性を検証した．具

体的には，多様体学習により位相構造を保存

しつつ次元縮約を行った入力空間で進化学習

させることにより，探索性能が大幅に向上す

ることを示した． 

 

４．研究成果 

本研究課題の成果として，進化計算の主要

かつ最も権威ある国際会議であるACM GECCO

においてBest Paper Award を，国内では人工

知能学会において2009年度研究会優秀賞の受

賞を挙げることができる． これらは，本研究

課題で提案したEDA-RLの革新性が評価された

ものである．実際，これまでに，分布推定ア

ルゴリズムは最適化問題にしか適用されるこ

とはなかったが，本研究課題で提案した

EDA-RLは分布推定アルゴリズムの他問題への

拡張，新たな確率モデルの活用方法を呈示し

ており，広範にわたって影響を与えるものと

考える．また，問題分割による知識獲得の有

用性は幅広く応用できる方法論であり，実用

性に優れており様々な分野での適用が期待さ

れる． 
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